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ヒラギノフォントがiPad 7,000台を活用した 
JAL社のドキュメント共有システムに採用 

 
株式会社SCREENグラフィックアンドプレシジョンソリューションズが開発・販売するヒラギノフォント

の「ヒラギノ明朝体」「ヒラギノ角ゴシック体」がこのほど、日本航空株式会社（以下、JAL社）のスマー
トデバイス向けドキュメント共有システム「LEAF CABINET」の指定フォントとして採用されました。 

 

 

 

 

 

JAL社「LEAF CABINET」画面 使用風景 
 

近年、タブレット端末などを用いて社内コンテンツの電子化・共有化に取り組む企業が増加しています。「LEAF 
CABINET」は、膨大な業務マニュアルの電子化や客室乗務員、運航乗務員への情報提供の最適化などを目的に、
タブレット端末向けに開発されたJALグループ共通のドキュメント配信・管理システムです。従来は乗務員が機内
に手荷物として持ち込んでいた分厚い業務マニュアルや教育情報、社員向けメッセージ動画などのコンテンツを

「LEAF CABINET」で一元管理。各乗務員に支給されたiPadに一斉配信できるため、いつでも確認することが可
能です。検索性や効率性が向上し、スピーディーな情報伝達とスムーズな業務を実現しています。 

今回の指定フォント採用に当たっては、OS標準フォントとして採用されているヒラギノフォントの高い信頼性
に加え、iPadと同じフォントを制作側・サーバー側が持つことで、各乗務員の手元の画面で文書が正確に再現さ
れることなどが、JAL社の求めるニーズにマッチし、高く評価されました。 

ヒラギノ明朝体はモダンな印象を感じさせ、快適に読み進められる可読性の高いデザインです。また、ヒラギ
ノ角ゴシック体はディスプレー表示にも適応した、高い訴求力を持つフォントです。こうした特性に加えて、「美
しく、読みやすく、つぶれにくい」という優れた特長により、プロのデザイナーを中心に高い評価を得ています。 
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当社は今後も、従来のグラフィックデザインをはじめとしたプロユースはもちろん、クラウドサーバーやWeb
デザインなど企業ユースの幅広いフォント需要に応え、美しいフォントによる高付加価値なサービスを提供して
いきます。 

 
■ 日本航空株式会社 IT企画本部 IT運営企画部 次世代技術企画グループ  
 アシスタントマネージャー 茂出木 匡氏のコメント 

安全な運航や機内サービス品質などにおける顧客満足度のさらなる向上を目指し、2013年夏から客室乗務
員、運航乗務員向けにタブレット端末運用をスタートしました。タブレット端末への社内ドキュメントの
共有に当たり、重要視したのは表示の正確性です。運航のオペレーションやお客さまサービスに関わるド
キュメントに文字表示誤りや誤解を生む内容があった場合、運航への影響やサービス品質の低下を招く可
能性があります。そこで、正確性および視認性向上のために「美しく、読みやすい」フォントである必要
がありました。そのためiPadに標準搭載されているヒラギノフォントは不可欠でした。レイアウトの崩れ
や文字化けなどの心配がなく、文字が多い文書などを快適に読み進められるのも好評です。今後は、他の
業務への利用拡大も検討しています。 

 
＊ヒラギノは、株式会社SCREENホールディングスの登録商標です。iPadは、米国Apple Inc.の米国およびその他の国

における登録商標または商標です。 
その他、文中に記載されている会社名、製品名は各社の登録商標または商標です。 

 

● 本件についてのお問い合わせ先 
株式会社SCREENグラフィックアンドプレシジョンソリューションズ 
事業統轄部 事業企画課 Tel：075-414-7610 Fax：075-417-2705 URL：www.screen.co.jp/gp/ 
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